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第14回いのちと健康を守る関東甲信越学習交流　
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集会in神奈川
　11月29日、30日の２日間にわたり神奈川県大井町の「いこいの村あしがら」において、第1４回「働くもののいのちと健康を守る関東甲信越学習交流集会」が開催されました。
関東甲信越の各県から総勢1４８名が参加しました。茨城からは、県国公、医労連、コープ労組、民医連から６名が参加しました。
主催者あいさつでは、「過労死等防止対策推進法」が施行されたことは、大きな前進であり、それを十分に活用して欲しい。」などのコメントがされました。また、大井町の露木副町長から来賓のあいさつがあり、神奈川県の黒岩裕治知事からメッセージが送られました。こうした事はこれまでになかった事で、「過労死等防止対策推進法」が制定されたことによるものと思われます。
記念講演「職場の健康破壊とその背景と狙い」では、毎日新聞記者の東海林氏より、「安部政権は、人を人と思わず、労働を商品と扱っている。残業代ゼロや正規社員の減少、非正規労働者の増加などを推進しようとしており、我々とは真逆の方向へ走っている。労働組合が職場にあるということは、各労働者が発言することができ、これは大きなことである。声を上げれば何か一つでも変わる可能性があり、沈黙することは現状の劣悪な状態を認めることになる。これからは、自分の身は自分で守る必要が高まっており、皆さんの活動が労働者の命を守ることに直結する。」などの話がされました。
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分科会は６班に分かれて開催されました。第１分科会は茨城のいの健センターが担当し、「職場で役立つ安全衛生活動」というテーマで浅見特定社会保険労務士より、職場の安全衛生管理やメンタルヘルス・パワーハラスメント・過労死防止対策等の説明がされました。他に、参加者の職場での安全衛生活動の意見交換なども実施されました。
どこの職場でも産業医が労働安全衛生委員会に参加できていない事が報告され、今後の課題です。
